ビジネス探究プログラム　ビジネス探究Ⅱ　ＰＢＬ教材　評価資料評価資料

	分野名：（科目名）
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材タイトル
	「ＳＤＧｓとSociety5.0の理解」



	１　本単元の目標

	＜１時間目＞
・ＳＤＧｓとSociety5.0の理解を深める。
・科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に付ける。
＜２時間目＞
・発表する側としては、プレゼンテーション能力の向上を目指し、多彩な表現力を身に付ける。
・ソフトウェアの活用について主体的に学び続ける態度を養う。




	２　評価規準・基準と具体的評価方法（〇記録に残す評価　●指導に生かす評価）

	【Ａ】知識・技術（５点）
  　　〇ソフトウェアの活用に関する知識を身に付けている。
〇企業活動を取り巻く環境についての理解を深め、関連する技術を身に付けている。
        評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ＳＤＧｓとSociety5.0の理解」のプリント「ＳＤＧｓに関するメモ」欄にSociety5.0を絡めた内容が書かれている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

【Ｂ】思考・判断・表現（５点）
〇企業活動の改善と関連付けてソフトウェアの活用方法を見いだしている
〇企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見している。
〇データや資料を用いて科学的な根拠に基づいて自身の考えを説明している。
  評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ＳＤＧｓとSociety5.0の理解」のプリント「グループワークによる課題解決」の課題１～課題４において、それぞれの課題の(1)(2)に自身の考えが書かれている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。










	【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度（５点）
　　　〇課題に対して、科学的な根拠に基づいてより良く解決しようとしている。
●グループ活動における自身の役割を認識し、課題解決に向けて積極的に取り組もうとしている。
●実務に即して体系的・系統的に理解しようとしている。

　　　　※以下の評価Ｂの△や○については各学校の実情において数を決める。
教材作成者としての推奨は120文字以上である。
　　　　　評価Ａ（５点）…「評価Ｂ」を超える。
評価Ｂ（３点）…「ＳＤＧｓとSociety5.0の理解」のプリント「データから気付いたこと、考えたことなど」欄に△行以上（○文字以上）かつ、実務に即した内容が記入されている。
評価Ｃ（１点）…「評価Ｂ」に満たない。

	【総合評価】（15点満点）
　　総合評価Ａ・・12点以上
　　総合評価Ｂ・・７点～11点
　　総合評価Ｃ・・６点以下


[bookmark: _Hlk77752466]評価項目については各教材の「授業計画」の「評価規準」と合わせる。
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